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＜連絡事項＞
・紫色のベッドマットレスのカバーについて、汚染した場合は病棟で除菌、洗濯をしてください。（庶務Tより）
＜患者様連絡事項＞
・鈴木　徳美様～食事摂取量低下(朝食：数口、昼食：1/4)・排尿量低下(深夜帯排尿150ml)あり、主治医不在の為、金Drへ報告し、点滴2本処方・施行の指示あり、実施。

・中村　真理子様～16:00主治医面談実施(夫・金Dr・松舘)。入院後からの本人の病状について説明を行い、主治医としては薬剤調整により、徐々に病棟での大きなトラブル等無く生活も過ごす事が出来るようになってきている為、あと1～2ヶ月は本人の様子を見ていきたいとの事。診察時、本人としてもいずれは外出泊を進めて、退院したいという思いはある様子であり、夫様にも説明行い、主治医の意向（入院の継続）に従うとの事で了解され、面談終了している。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。開放してすぐに他室侵入や他者の私物弄り等の迷惑行動あり、時間早めて開放観察終了としている。室内では徘徊あるが、奇声や不潔行為は無く過ごされている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。拘束解除中は転倒・転落防止の為、安全ベルト使用しながら車椅子に乗車しており、ユニット内を車椅子自操し徘徊している。他室侵入あるが、不穏・他者トラブルは無く、落ち着いている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。8:00～20:00まで一時拘束解除を実施。午前は問題行動無く、他者との交流もあり、穏やかに過ごされていた。13:36男性スタッフが本人と共に自室へ訪室し、夜間用の拘束帯のセッティング中に11号室前のホールにて大声で叫ぶ患者様あり。同患者様の話題が本人より上がった為、スタッフより説明行っていた。会話中に次第に機嫌が悪くなり、ホールにて椅子を振りまわす、室内にてボールペンを分解して自身の身体に押し付けたり、同男性スタッフに対しても殴る・蹴る等の粗暴行動見られ、声を荒げながらスタッフへの不満を爆発させる事あり。不穏・興奮強く、自傷他害の恐れあり、開放時間終了とし再拘束実施。14:00自身の眼鏡を破損させ、レンズを自身の口腔内へ入れて噛み砕いている状態を発見し、吐き出させているが、吐き出したレンズは両眼のレンズのうち、約1枚程である。日勤リーダーへ上記経過報告あり。病棟JGMへ日勤リーダーより上記の経過を報告。14:15不穏・興奮は持続・顕著。金Dr診察にて来棟時に日勤リーダーより本人の状態を報告。不穏・興奮時ジプレキサ(10)0.5A施行の指示・同薬処方。スタッフ3名で訪室し、筋注施行(左肩)。15:15金Dr診察後に本人を診察。筋注施行後もバイタル異常や腹痛等の消化器症状は無い。再拘束は継続し、経過観察の指示。以後の危険行為無いように見守り強化している。15:45母様へ連絡。経過を報告し、了解され、終話。病棟JGMより主治医深澤Dr・AOMへ上記事故の経過を報告行っている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・村上　公基様～内服は拒否無し。対面時は穏やか。不調の訴えなし。
・若沢　理子様～朝食配膳時は寝ており、数度の声掛けにてホールで全量摂取。その後はホールや自室で過ごしている。
・坂　きわ様～インスリン施行に拒否あり、スタッフ数名にて対応している。CT・レントゲン検査は抵抗なく穏やかに対応される。
・木村　格治様～排泄時は大声でスタッフコールしてくる事はあるが、高圧的な態度は見られず。
・松男　秋男様～ユニット内を歩き回っている。時折来詰するが、訴え等は無い。対面時穏やか。
・島　龍太郎様～朝食拒食されるも、昼食は全量摂取。午前中OTに参加されるが、それ以外の時間は自室にて過ごされている。本日よりアルコールプログラムのレクチャー開始となっている。飲酒に関する訴えや喫煙要求は聞かれない。
・鹿原　良三様～10:00検温時37.6℃の発熱有り、後頸部のクーリング実施している。14:00には37.0℃まで解熱。その他バイタルサイン異常無く、酸素飽和度低下見られない。介入時大声上げられるも介護抵抗は無い。
＜金Dr診察情報＞

・河原木　きみゑ様～ここ1週間程倦怠感や腹痛等を理由として、食事摂取量のムラが見られている。日中も日課以外では臥床傾向あり。臨時薬のクエチアピン75㎎は中止、他同内容で6日分処方(9/23～服用)。
・東野　愛様～臨時薬は同内容で5日分処方(9/24～服用)。
・中村　真理子様～臨時薬はレキサルティ1㎎→2㎎へ増量となり、5日分処方(9/24～服用)。
・飯岡　未来様～臨時薬は同内容で7日分処方(9/22～服用)。
・小山田　政勝様～臨時薬はジアゼパム2㎎中止、他同内容で5日分処方(9/24～服用)。
・戸耒　茂様～臨時薬は同内容で7日分処方(9/22～服用)。
・沖田　康夫様～臨時薬は同内容で6日分処方(9/23～服用)。
